
みやざき創業アカデミー事業業務委託 審査基準書 

 

１　審査基準の位置付け 

　みやざき創業アカデミー事業業務委託の受託候補者を選定する際の審査での採点基準について記述したもの。提案された企画提案書

を審査し、最も優れた提案者を選定する。 

２　候補者の決定 

　（１）一次審査 

選定委員は企画提案書等およびヒアリングに基づき、その事業者の提案を個別の審査項目ごとに採点し、全ての審査項目の採

点を合計する。その合計点数を各事業者の一次審査における評価とし、選定委員ごとに合計点数の高い事業者の上位３つの事

業者を選出する。 

（２）二次審査 

選定委員は、一次審査の評価に基づいて各選考委員ごとに選出された上位３つの事業者に対して、合計点数の高い事業者から

順番に、１位５点、２位３点、３位１点をそれぞれ付し、その点数を各事業の二次審査における評価とする。 
二次審査において選定委員が付した点数を事業者ごとに合計し、その合計点数が最も高いものを 受託候補者として決定するこ

ととする。  

（３）その他 

二次審査の評価において、事業者が得た合計点数が同点だった場合は、選定委員の多数決により、受託候補者を決定する。 

３　審査区分と配点基準 

各評価項目を５段階で評価することとし、一部では傾斜配点を行う。 

４　評価基準 

 標準より優れた提案 ／ 非常に期待できる ５

 標準よりやや優れた提案 ／ 期待できる ４

 標準 ／ 委託先として望ましい水準 ３

 標準よりやや劣った提案 ／ やや劣る ２

 標準より劣る提案 ／ 要求水準を明らかに満たしていない １

 評価項目 評価ポイント 配点

 業務内容 運営体制 業務を実施するための適切な体制が整っており、講師は専門的知識や、ノウ

ハウを有する人材配置がなされているか。
30 点

 

講座内容

業務目的である市内での創業が図られ、創業後の事業者の事業成長が 
見込まれるような実践的で具体的な企画構成となっているか。

 30 点

 受講生同士の交流が、今後の事業推進など、具体的な成果につながる内容と

なっているか。
 20 点

 最終発表機会の提供 受講生の最終発表の際、その内容に対して的確なフィードバックがなされる

機会が設定されているか。また、修了式や修了証書について、提案がなされ

ているか。

10 点

 成果指標 スクールを受講することで、学びや人とのつながりなどを得ることができ、

今後の事業構築や事業成長が期待できる具体的な指標が設定されているか。
5 点

 アンケート スクール運営の改善や今後の事業展開に活かせるアンケート内容となってい

るか。
5 点

 そ の 他 周知方法の有用性 利用する広報媒体等、周知が効果的に実施されるか。 10 点

 事業スケジュール 業務を安定的に遂行でき、かつ年度内に業務を完了するスケジュールとなっ

ているか。また、スクールの開催時期、期間は適切か。
5 点

 費用見積 見積書の内容が提案内容と整合性がとれており、経費積算が明解で無駄がな

く、適正なものとなっているか。
  5 点

 合計（選定委員１人当たり） 120 点


